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安全上のご注意
この機器を安全に設置・使用していただくために、下記のことを必ずお守りください。
これらの注意事項は安全に関する重要な内容です。表示と意味は次のようになっています。
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絵表示については次のような意味があります。

電源プラグを
コンセントから抜く

必ずアース線を
接続する

一般的な禁止

表　　　　　示 意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が死亡、重
傷を負う危険、または火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が死亡、重
傷を負う可能性、または火災の可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が軽傷を負
う可能性や物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

¡この機器は屋外設置型です。
屋内（波板囲いを含む）に設
置しないでください。不完
全燃焼や一酸化炭素中毒の
原因になります。

設置工事は専門の資格者が行う
¡機器の設置・移動および付帯工事には専門の資格・技術が必要
です｡設置工事は必ずお買い上げの販売店に依頼し、有資格者
による正しい工事が行われるようにしてください｡お客様ご自
身での設置工事は絶対に行わないでください｡思わぬ事故の原
因となります｡

工事される方へ
¡この機器を安全に正しくご使用いただくため、この「設置工事
説明書」をよくお読みになり、正しい設置工事を行ってくださ
い。この設置工事説明書の記載によらない設置が原因で生じた
故障および損傷・人身事故等は工事者の責任となります｡また、
製品の保証期間内でも製品保証の対象となりません｡

¡設置工事はこの設置工事説明書と「ガス機器の設置基準及び実
務指針（一般財団法人日本ガス機器検査協会）」に従い、関係
する法・条例などを遵守してください｡

¡給排気に関する設置基準や防火上必要な処置などの設置条件
は、この設置工事説明書と「ガス機器の設置基準及び実務指針
（一般財団法人日本ガス機器検査協会）」に従ってください｡こ
れらの設置条件を満たさない設置が原因で生じた故障および損
傷・人身事故等は工事者の責任となります｡また、製品の保証
期間内でも製品保証の対象となりません｡

¡設置する機器が使用するガスの種類（ガスグループ）および使用
する電源（AC100V・50-60Hz共用）に適合していることを機
器の銘板で確認してください。表示以外のガスを使用すると不
完全燃焼や異常点火の原因となります。

¡この機器はAC100V（50-60Hz）用です。
AC100V以外の電源電圧では使用できません。

¡必ずD種接地工事（アース）を行ってください。アー
ス線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース
線には接続しないでください。接地工事が不完全
な場合は、感電の原因になることがあります。

¡機器の設置場所が「 設置場所の確認」の項の条
件を満たしていることを確かめてください。

¡この機器は一般家庭用です。業務用（飲食店など）に使用する
と、機器の寿命が極端に短くなります。
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※下図は銘板の一例です。

型式名 

都市ガス 

14.06 - 

定格周波数 
定格電圧 

50/60Hz
AC  100V

13A用 12A用 

品名 

　ガスの種類 

電源 

　右は都市ガス （13A・12Aの例） 

　製造年月 
　右は2014年 （6月生産の例 ） 

この機器の銘板は
フロントカバーの
ここに貼ってあり
ます。 

設置場所の確認2

機器は安全に正しく設置してください。
¡設置場所をお決めになるとき、次の事項をよく読んでか
らお決めください。

¡沿岸部で潮風に当たりやすいなど、塩害が懸念される地域
では、以下の点に留意してください。
・機器は建築物の風下に設置する。やむをえず海岸面に設
置する場合は、機器に直接潮風が当たらないような防風
措置を施す。

・水はけの良い場所に設置する。

・海から300m 未満の場所に設置する場合は、必ず「塩害
仕様」の機器を設置してください。

・「塩害仕様」は耐食性が向上する塗装であり、すべての
腐食を防ぐものではありません。

¡近隣の家に騒音で迷惑にならない場所に設置してくださ
い。

¡呼び水や水抜き作業が容易にできるよう、高所や足場の
悪いところへの設置は避けてください。

¡建物の設計段階から設置方法ならびに配管・配線工事方
法に関し、十分打ち合わせをしておいてください。

¡屋外壁掛設置や屋外据置設置（別売の据置台が必要）もで
きます。

¡パイプシャフトには取り付けることはできません。
¡車両や船舶には絶対に設置しないでください。

火災予防について
¡ガソリン・ベンジン・接着剤などの引火性危険物を扱う場
所には設置しないでください。

¡機器を設置する場所の周囲の壁・天井などが防火上安全な
ものであるか、または防火上有効な間隔をとることができ
る場所に設置してください。

10以上 
（単位：mm） 

600以上 

可燃物 

可
燃
物 

150以上 

（45以上） 

可
燃
物 

可
燃
物 

300以上 

150以上 

木ずり 

（単位：mm） 

防水紙 

メタルラス・ 
ワイヤラス 

20以上 
絶縁材 
（木材など） 

5
以
上
 

5
以
上
 

横から見た図 

絶縁材 
固定ねじ 

※（ ）内は厚さ3mm
以上の金属以外の
防熱板がある場合
の離隔距離

※保守・点検のためのスペースとして
600mm以上の空間を設けてください。

¡側方排気アダプターを取り付けた場合
（単位：mm） 

可
燃
物 

可
燃
物 

可
燃
物 

可
燃
物 

600 
以上 

排気方向 

10以上 
300 
以上 

150以上 

150 
以上 

※ 

150 
以上 

150 
以上 

¡メタルラス張り・ワイヤラス張りなどの木造の造営物に
機器を取り付ける場合は、電気設備技術基準によりメタ
ルラス・ワイヤラスなどと機器が電気的に接続しないよ
うに施設する必要があります。

この設置工事説明書は地球環境に配慮し、
植物油インキ（非石油系）を使用して印刷されています。

 

機器本体の壁掛金具 

 
 

 
 

　別売の絶縁ワッシャーセット 
 （UX-WS-6P）を使用する場合 

（プラグ） 
　木ねじ 
 （絶縁ワッシャー 
　セットに付属） 

　絶縁ワッシャーセット 
 UX-WS-6P  
（別売） 

壁掛金具のφ13穴に絶縁 
ワッシャーをはめ込みます。 
必ず機器の上下各2カ所で 
固定してください。 

この機器の設置には資格が必要です。

建物

300m未満の場合は
「塩害仕様」の機器にすること

潮風

海

機器

アース必要

¡機器の周囲の可燃物（不燃材料以外の材料による仕上げ
をした建築物等の部分）とは、次の離隔距離を設けてく
ださい。
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給排気について

1．屋外壁掛設置の場合
¡給気・排気が十分できる場所（開放スペース）に設置して
ください。壁などに囲まれた場所への設置は不完全燃焼
の原因となります。

¡機器の排気口から、下記寸法を壁面に投影した範囲内に、
燃焼排ガスが室内に流入するおそれのある開口部がない
ことが必要です、ただし、排気口から600mm以上離れた
部分は除きます。

600

A

150 150

窓など 

（単位：mm） 

（屋内） 
300

150

この範囲に 建物開口部 
がないこと 

※上図のAが600mm 
　以上であれば斜線の 
　範囲内でも可。 

¡側方排気アダプターを使用して燃焼排ガスの吹き出し方向
を変更した場合、上図の斜線の範囲は、燃焼排ガスの吹き
出し方向へ600mm、上方へ300mm、その他の方向へは
150mmになります。

¡地域によっては火災予防条例などで規制されている場合が
あります。その場合は条例に従って取り付けてください。

¡線入板ガラスの耐熱強度は、一般ガラスの約半分程度で割
れやすいため機器の排気方向（約1m以内）に線入・網入板
ガラスなどがある場合、燃焼排ガスの熱でガラスが割れる
おそれがありますので〈設置をさけるか排気方向変更の処
置〉を必ずとってください。

設置場所の雰囲気について

¡アンモニア・塩素・硫黄・酸類など腐食性ガスの発生す
る場所には設置しないでください。熱交換器の詰まりな
どにより不完全燃焼の原因となります。

¡換気扇・レンジフードなどからの風が機器の給排気に影
響を与える場所への設置はしないでください。

燃焼排ガスについて

¡燃焼排ガスが直接建物の外壁や窓・ガラス・網戸・アルミサ
ッシなどに当たらないよう設置してください。変色・破
損・腐食の原因となります。設置場所の選択で対処できな
い場合は、排気吹き出し方向を変更するなどの処置をして
ください。

¡植物やペットなど、燃焼排ガスによって加熱されると困る
ものや悪影響を受けるものの周囲には設置しないでくださ
い。やむをえない場合は排気吹き出し方向を変更するなど
の処置をしてください。

保守・点検のためのスペース

¡機器の点検・修理ができるよう十分なスペースを確保し、
特に機器前方は600mm以上の空間を設けてください。

¡高所の外壁に機器を設置する際は機器本体正面で作業を
行うことができ、かつ2階以上では落下防止の手すりなど
の措置のある場所（ベランダなど）に設置してください。

機器の設置条件
1．屋外壁掛設置の場合

¡避難通路となるベランダに設置する場合は、有効な避難
通路幅600mm以上を確保してください。

¡コンセントは、できるだけJIS防雨型
コンセント（接地端子付）を設けてく
ださい。防雨型コンセント以外の場
合は、コンセントに雨がかからない
ように、雨線内（※）に設置するか、
外箱を設けるなどの有効な処置をし
てください。

¡コンセントに接地端子が付いていな
い場合は、D種接地工事を行ってく
ださい。

¡コンセントは地上（G.L.）から300mm以上の高さの位置
に取り付けてください。

¡コンセントとガス管および水道管とは100mm以上離し
てください。

¡機器の水抜き栓からの水が直接コンセントにあたらない
位置にしてください。

（屋外） （屋内） 

リモコン 

2芯ケーブル 

コーキング材 
でシール 

樹脂管 

コーキング材 
でシール 

防雨型屋外 
コンセント 

電源ケーブル 

アース線 

雨線内（※） 
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¡下記の部品が同梱されています。設置工事の前にご確認ください。

付属部品3

品番 部　品　名 個数 備　　　考

① 浴室リモコン（BC-98） 1 オールプラグ2本、木ねじ2本付

③ BC壁貫通取付セット（BC-KT-3） 1 設置工事説明書付

② コネクタ付2芯ケーブル 1 3m

⑤ 呼水セット 1 注水管、呼水チューブ

⑥ 取扱説明書 1

⑦ 設置工事説明書 1 本書

④ ビスセット 1 木ねじ5本、プラグ5本、タッピンねじ1本、ナベ小ねじ3本＊

＊）タッピンねじ1本とナベ小ねじ3本は、使用しません。

¡別売部品は機器の必要に応じて別途お買い求めください。

別売部品4

浴室リモコン
壁厚調節パイプ

取付壁厚（mm）
190～280
280～370

（標準品はBC-KT-3に付属）
RF-2001
RF-2002

コネクタ付2芯ケーブル
浴室リモコン用
機器側…Y型端子
リモコン側…2Pコネクタ

UC-25C-□□

締付工具 UF-78TT

品　　　名 型　　　式

簡易アダプター1W（2000） KGOP-KA1W2000 ＊

循環金具 UF-1100シリーズ

＊）循環フィルター、循環ノズル、循環口ベース、
循環ホース（2000）が入っています。

3／8ふろ継手 UF-122-3/8-2P

漏水検査治具 UF-800WPS

排気アダプター UOP-H301

品　　　名 型　　　式

ROP-9201-650-G

配管カバー UOP-H101（K2）

側方排気アダプター UOP-H305

（ ）

据置台
ROP-9201-G

絶縁ワッシャーセット UX-WS-6P
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外形寸法図（単位：mm）5

接続口

ふろ戻

A寸法

39.7

ガ　ス 43.2

ふろ往 39.7

壁掛金具 

電源（100V） 
ガス：15A（R1/2） 
（TU接続可） 

フロ戻リ：15A（G1/2B） 

フロ往キ：15A（G1/2B） 

ポンプ水抜キ 

189.8

243.6

121.8

85.8
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¡機器の設置場所については、建築基準法や電気設備に関する
技術基準・ガス事業法・液化石油ガス法・消防法に基づく火
災予防条例などによって防火処置の基準が定められていま
す。以下の事項の他に、各都道府県市町村の条例に従ってく
ださい。

¡事故や故障の原因となりますので、施工およ
び修理の際には必ず電源プラグを抜いてくだ
さい。

機器の設置6

1）木ねじで取り付ける場合
①機器の中心線上、機器底面より605mmの位置に木ねじを
途中までねじ込んでください。

②機器上部、中央の切欠部を木ねじに引っ掛けてください。
③機器の上下各2個の長穴に木ねじをねじ込み、機器を固定
してください。

605

（単位：mm） 

機器底面 

木ねじ 

¡ALC工法
（軽量発泡コンクリート）
室内側に壁掛補強板をあて長寸ボルトで機器を固定する。

長寸ボルト 

壁掛補強板 
（UX-0021） 

¡ツー・バイ・フォー工法
プラグで機器を固定する。

合板 

プラグ 

室内側に壁掛補強板をあて長寸ボルトで機器を固定する。

（鉄骨軸）

あて木 

ボルト溶接 

固定金具 

パネル 

ナット 
壁掛補強板 
（UX-0021） 

長寸ボルト 

1．機器の取付手順

■屋外壁掛設置の場合
¡この製品の質量は約14kgです。設置する壁には相応の荷重
（約137.2N）が加わりますので十分な強度がない場合は補強
工事をしてください。

¡必ず垂直な壁に取り付けて
ください。

¡木造軸組工法
（木造モルタル）

①あらかじめ厚手のラス板を組み込んでおき、そのラス板に
木材などの絶縁板（厚さ20mm以上）を固定し、絶縁板に機
器を固定する。

②間柱に絶縁板を固定し、絶縁板に機器を固定する。

絶縁板 

間柱 

ラス板 

アンカーボルト プラグ 

¡コンクリートブロック
（PC工法）
アンカーボルトまたはプラグで機器を固定する。

¡プレハブ
（木質パネル）
合板を利用してプラグで機器
を固定する。

プラグ 

合板 

プラグ抜く
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¡下図5カ所の下穴をあけ、プラグを打ち込んだ後、1）- ①～
③の手順に従い、取り付けてください。

※プラグの下穴径はφ6、深さ40mmとしてください。

（単位：mm） 

機器底面 

6
1
0

6
4
0

150

5

2）プラグと木ねじで取り付ける場合 ②機器の取付金具の丸穴（上下各2カ所）にアンカーボルト
（長寸ボルト）を引っ掛け、六角ナットで固定してください。

3）アンカーボルト・長寸ボルトを使用して取り付ける場合
①下図の位置にアンカーボルト（長寸ボルト）を取り付けてく
ださい。

150

機器底面 

（単位：mm） 

5
9
5

6
1
0

■ 別売の側方排気アダプター・排気アダプターを使用する
場合

¡別売の側方排気アダプター・排気アダプターを使用する場合
は、それらの工事説明書に従って設置してください。

■ 据置台を使用する場合

¡別売の据置台を使用する場合は、据置台の工事説明書に従っ
て設置してください。

ふろおいだき配管工事7

■ 浴槽のおいだき配管用の穴が2個の場合

¡別売の簡易アダプター1W（2000）KGOP-KA1W2000
（循環フィルター・循環ノズル・循環口ベース・循環ホース
（2000））が必要です。

¡設置図

■ 浴槽のおいだき配管用の穴が1個の場合

おいだき配管上のご注意

¡おいだき配管は2芯被覆銅管（ペアチューブ）φ12.7を使用
してください。

¡循環金具は必ず別売のUF-1100シリーズを使用してくださ
い。

¡樹脂管による配管も可能ですが、必ずφ10のものを使用し
てください。

¡おいだき配管の長さはできるだけ短くしてください。
¡おいだき配管に銅管の膨張・収縮による力がかからないよう
に、現場状況に合わせて遊びを設けてください。

¡ロウ付けの場合はHソルダー以上のロウ付けとし、フラック
スを完全に除去してください。

¡ロウ付けを行った場合はおいだき配管工事後に通水し、配管
内のフラックスを完全に除去してください。

¡銅管のつぶれ・釘打ちに関して、他の工事業者の人にも事前
に注意するか、配管後ラベルやポスターを貼り注意を喚起し
てください。

¡配管中のゴミや石が機器内に入ると故障の原因になりますの
で、ゴミや石が入らないように注意してください。

¡おいだき配管の最大延長は次表をご覧ください。

¡浴槽のお湯の水質を変える機器を接続しないでください。
¡設置しようとする浴槽によりおいだきの配管方法が異なりま
す。

1
4
0

1
0
0

フィルター

循環ノズル

循環パイプ（ＳＵＳ）

1
0

浴槽

壁

（単位：mm）

連絡ゴム管

¡別売の簡易アダプター1W（2000）KGOP-KA1W2000に
同梱の工事説明書に従って、正しく取り付けてください。

機器と浴槽の関係

浴槽 

上方 

下方 

機器 

配管延長 

 ペアチューブ（φ12.7） 

水　平 

配管延長 
下　方 

配管延長 

片道5m5曲以内 

片道5m5曲以内 
上　方 

片道5m5曲以内 

2.0m以内 高　　さ 

高　　さ 5.0m以内  

¡おいだき配管の途中
に障害物がある場合、
高さ2m以内で1カ所
までとしてください。

機器 

浴槽 1
.5
m
以
内
 

2
m
以
内
 

おいだき配管工事手順

（1）浴槽に穴をあけます。（浴槽に穴があいていない場合）
浴槽下部の丸みにかからないようなできるだけ低い位置に
φ50の穴をあけ、バリをきれいに取ってください。

（単位：mm） 

できるだけ深くすること。 

φ
5
0

Rじまいまでの寸法は 
45以上が必要です。 

浴槽底面より100mm 
以上を確保すること。 

浴槽下部R
浴槽底面 

注1）φ50穴の中心から45mm以内は平面が確保できる場所
を選んでください。丸みのある場所に循環金具を取り付
けると、水漏れすることがあります。

注2）浴槽の高い位置に循環金具を取り付けると温度ムラの原
因になります。浴槽底面から循環金具中心まで100mm
以上を確保したうえで、できるだけ低い位置に穴をあけ
てください。

（2）2芯被覆銅管（φ12.7ペアチューブ）または樹脂管を施設
し、約3mごとに固定してください。

注）浴槽が下方にある場合は、循環金具より一旦30mm以上下
げてから立ち上げてください。（トラップを設ける）これを
行わないと「おいだきができない」、配管内の冷めた水が浴
槽に戻ってきて「冷たい」などのクレームになることがあり
ます。
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（4）循環金具を浴槽に取り付けてください。
¡取付方法はそれらに付属の工事説明書をご覧ください。
（5）おいだき配管の気密試験を行ってください。
¡気密試験は必ず専用の漏水検査治具（「 別売部品」の項参照）
をご使用ください。

¡おいだき配管の機器接続側にストップバルブと加圧ポンプを
取り付け、水圧をかけます。
・2芯被覆銅管（φ12.7ペアチューブ）の場合：
水圧100kPa（約1.0kgf/cm2）…5分間
・樹脂管の場合：
水圧150kPa（約1.5kgf/cm2）…30分間

4

ストップ 
バルブ 

ペアチューブ 

ゲージ 

ナット 

加圧ポンプ 

※詳しくは漏水検査治具の工事説明書をご覧ください。

ふろ往き（奥） ふろ戻り（手前） 

パッキン 

3/8ふろ継手（別売） 

（6）別売の3/8ふろ継手を機器に接続してください。

（7）おいだき配管の屋外露出部に地域事情に見合った厚さの保
温材を巻いてください。ただし、寒冷地はその地域に合わせ
た保温処理（電熱ヒータを巻くなど）を講じてください。

（3）2芯被覆銅管の場合は、機器への接続側に別売のふろ継手
をロウ付けしてください。

φ12.7ペアチューブ

ふろ継手（別売品）

Hソルダー以上
のロウ付け

注）必ずフラックスを除去してください。

1. ガス栓
¡機器を使用する場所にガス栓がない場合、あるいはあっても
位置や寸法などが適切でない場合には、新設・移設・交換な
どが必要ですので、ガス事業者にご相談ください。

¡専用のガス栓を設けてください。
2. ガス接続
¡ガス接続口径は15A（R1/2）（TU接続可）になっています。
¡ガス栓と機器の間には必ずユニオン継手を取り付けてくださ
い。

ガス配管工事8
¡この機器は金属接続ですので、ゴム管接続はできません。
¡接続はガス事業者の指定する工事店に依頼してください。
¡機器は多量のガスを短時間に燃焼しますから、ガス量が十分
供給されるようにご検討ください。

¡都市ガスの場合はガス流量が多いため、配管途中の圧力損失
が大きくなりますから十分余裕のある配管にしてください。

¡LPガスをご使用の場合、LPガス容器は50kg2本を併用して
ください。また機器からは2m以上離して設置してください。

¡配管中のゴミや石が機器内に入ると故障の原因になりますの
で、ゴミや石が入らないように注意してください。

電気工事9
¡この機器にはAC100V電源が必要です。電気配線について
は電力会社の指定工事店にご依頼ください。

¡電源ケーブルが余る場合は機器の外で処理してください。
（機器の中へは絶対に押し込まないでください）

¡機器を設置する場所に電源コンセントがない場合やあっても
適切でない場合には、新設・移設・交換などが必要です。
なお、付属の電源ケーブルの長さは2mです。

¡機器の電気関係の仕様（電圧・周波数・消費電力）を確認して
ください。

¡電源コンセントは機器の後にならない位置で排気筒の放熱を
受けないようにしてください。

電源用コンセントについて

¡電気設備に関する技術基準によるD種接地
工事（アース工事）を行ってください。
（接地抵抗100Ω以下）
接地工事が不完全な場合は感電の原因にな
ることがあります。

¡アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線には
接続しないでください。

¡電気設備に関する技術基準により、漏電したとき自動的に電
路をしゃ断する装置（漏電しゃ断装置）を電源側に設置して
ください。

¡機器底面にアースの文字で接地端子部を表示してあります。
¡電源ケーブルに3芯ケーブルを使用して接地する場合は、本
体内の接地端子（「2．ケーブル工事をする場合」の手順（4）
の図を参照）に結線してください。

接地工事について

できるだけ湿った 
場所を選ぶ （　　　　　　　　） 

● コンセントにアース端子が 
　付いている場合 

● アース棒を使用する場合 

工事手順
1．屋外コンセントから電源をとる場合
（1）機器底面の「アース」の文字で表示されたねじにアース線
を接続してください。

（2）コンセントの接地端子にアース線を接続してください。
（3）電源プラグをコンセントに差し込んでください。
※アース線は直径1.6mm以上または公称導体断面積2mm2

以上の軟銅線を使用してください。

（4）電源ケーブルの黒・白線を機器本体内の電源端子に、他の
色（緑または赤）をアース用として本体内の接地端子に、それ
ぞれ接続してください。

接地端子 

電源（白および黒） 

ケーブル接続口 

2．ケーブル工事をする場合
（1）機器のフロントカバーを取り外してください。（ねじ4本）
（2）機器の電源ケーブルを取り外してください。
（3）機器本体底面のケーブル接続口より電源ケーブルを引き込
んでください。
※電源ケーブルは下記を使用してください。

（5）電源ケーブルを下図のように、余裕を持たせてケーブルク
ランプにて固定してください。

ケーブルクランプ 

アース必要

VCT：公称導体断面積2mm2×3芯
VVR・VVF：直径1.6mm×3芯または

公称導体断面積2mm2×3芯
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（6）分電盤の専用ブレーカーを「切」にしてください。
¡分電盤は専用回路としてください。

（7）分電盤の電源用端子に電源ケーブルの白線および黒線を、
アース端子に他の色（緑または赤）の線を接続してください。
注）分電盤アース端子の接地抵抗（100Ω以下）を確認して
ください。

¡同梱の浴室リモコンを接続してください。
¡機器本体からリモコンまでの接続線は24V以下ですので、こ
の配線工事は「小勢力回路の工事」に該当し、電気工事士の
資格がなくても工事できますが、電気設備に関する技術基準
に合った電気工事で施工してください。

¡2芯ケーブルが余る場合は、機器の外にて処理してください。
（機器の中へは絶対に押し込まないでください）

¡浴室内に取り付けます。
¡シャワーの水（お湯）や、水しぶきが直接かからない場所を選
んでください。

（1）浴室の壁にφ30～32mmの貫通穴をあけてください。
（2）浴室の壁面がコンクリートの場合は、さらに下記の位置に
オールプラグ用の穴（φ6mm、深さ37mm）をあけます。

（3）浴室リモコンのカバーを取り外してください。（手で取り
外すことができます）

※カバーを手で取り外すことができないときは、上図に矢印で
示した部分にマイナスドライバーをあてて、軽く押すように
して、取り外してください。

※付属のステーパイプの取付壁厚範囲は120～200mmです。
それ以上の壁厚の場合は、別売の「リモコン壁厚調節パイプ」
RF-2001（190～280mm用）、RF-2002（280～
370mm用）を使用してください。

リモコンの接続10

¡同梱のBC壁貫通取付セット（BC-KT-3）を使用します。
¡BC-KT-3の付属部品を確認してください。

¡BC-KT-3の付属部品

リモコンの取り付け

部品名

壁押えカバー
パッキン

備　考

両面離型紙付

取付ナット

壁押えカバー
ケーブル
クリップ付

形　状 個数

ステーパイプ大 1 リモコンパイプ

ステーパイプ小 1 調節パイプ

1

1

1

φ
30

～
32

1
2
0

8
3
.5

90

浴室リモコン外形

＊

＊浴室壁面がコンクリートの場合のみ。

（単位：mm）

カバー

ふろ温度 おい
だき

燃焼

℃/時間

保温
時間

沸きあげ保温

（8）分電盤の専用ブレーカーを「入」にしてください。
（9）機器本体内の漏電安全装置の動作確認をしてください。
（10）フロントカバーを元通りに取り付けてください。フロント
カバーが正しく取り付けられていないと、燃焼中に高い燃焼
音が出ることがあります。

（4）浴室リモコンに、リモコンパイプおよび調節パイプを取り
付けてください。

（5）壁押えカバーに壁押えカバーパッキンを貼ってください。

¡壁押えカバーパッキンは両面離型紙付になっています。どち
らの面を貼ってもかまいませんが、上下方向を間違えないよ
うにしてください。（上図参照）

調節パイプ 

リモコンパイプ 

ふろ温度 おい だき 

燃焼 

℃/時間 

保温 時間 

沸き あげ 保温 

どちらか一方の離型紙
をはがす。

壁押えカバー
パッキン

壁押えカバー

（7）貫通穴にリモコンパイプを挿入し、浴室リモコンを固定し
てください。

（6）浴室リモコンの2Pコネクタを下図のように通し、同梱の
コネクタ付2芯ケーブルの2Pコネクタと接続してください。
貫通穴に2Pコネクタを通すときは2Pコネクタに付いて
いるナイロン袋を外さずに通してください。

貫通穴 

壁押えカバー 

壁押えカバー 
パッキン 

コネクタ付 
2芯ケーブル 

2Pコネクタ 

取付ナット 

ふろ温度 おい だき 

燃焼 

℃/時間 

保温 時間 

沸き あげ 保温 

（ ）

離型紙を取ってください。

壁断面

（単位：mm）

約20

注）裏面の離型紙を取ってから取り付けてください。

（8）リモコンに付属の木ねじ（4×37）で、浴室側からもリ
モコンを壁面に固定します。

（9）カバーを元通り取り付けてください。
（10）必ずコーキング剤で全周コーキングしてください。

注）木ねじを締め付ける際、インパクトドライバーは使用しな
いでください。樹脂が変形して不具合が発生することがあ
ります。また、トルク規制ができるドリルドライバー（ド
ライバードリル）の場合は、0.49N・m（5kgf・cm）以
下のトルクで締め付けてください。

木ねじ 

ふろ温度 おい だき 

燃焼 

℃/時間 

保温 時間 

沸き あげ 保温 

コーキング 

（11）調節パイプに壁押えカバーを通し、◯＋木ねじ（現地手配）
で固定してから取付ナットで締め付けてください。
注）壁押えカバーについている壁押えカバーパッキンのもう
一方の離型紙を取ってから取り付けてください。また、壁押
えカバーの取付方向は、フタが必ず上に開くようにしてくだ
さい。

（12）2Pコネクタの両側を壁押えカバーのケーブルクリップ
に引っ掛けてください。

壁押えカバー 
パッキン 

壁断面 

取付ナット 

フタが上に開く 
ように取り付け 
てください。 

＋○木ねじ（現地手配） 

ケーブルクリップ

2Pコネクタ

（13）防雨のため必ずフタをきちんと閉めておいてください。
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¡電源プラグを抜いてください。
（分電盤の専用ブレーカーを「切」にしてく
ださい）

¡電源を入れたまま接続すると、電装品が破
壊されることがあります。
1．機器のフロントカバーを取り外してください。（ねじ4本）
2．機器本体底面のケーブル接続口から2芯ケーブルを引き込
んでください。
3．電装ユニットのリモコン端子（2P端子）に2芯ケーブルを
接続してください。
※ケーブルに の極性はありません。

機器との接続

コネクタ付き 
2芯ケーブル 

ケーブル接続口 

ケーブルクランプ 

コードガイド 

コネクタ付き 
2芯ケーブル 

4．コネクタ付2芯ケーブルを下図のように、ケーブルクラ
ンプおよびコードガイドで固定してください。

5．フロントカバーを元通りに取り付けてください。フロン
トカバーが正しく取り付けられていないと、燃焼中に高い
燃焼音が出ることがあります。

設置工事が終わりましたら機器まわりの工事について点検を行
い、下記のチェックリストにもとづいてもう一度確認してくだ
さい。

設置工事後の確認11

■チェックリスト

点 検 項 目 点 　 検 　 内 　 容 参考項目 チェック

機
器
お
よ
び
そ
の
周
辺

ガ ス 種 使用するガスは、銘板に記載のあるガス種に適合していますか。 1

電源（電圧・周波数） 使用する電源は、銘板に記載の電源電圧（100V）、周波数（50Hz/60Hz）に適合していますか。 1

可燃物との離隔距離 可燃物との離隔距離、火災予防上の措置は十分ですか。 2

設 置 条 件 設置位置は適切ですか。 2

保守・管理上の空間 点検・修理に必要な空間（前方600mm以上）はありますか。 2

水 平 ・ 安 定 設 置 機器は水平・強固に設置され、ガタツキ、ねじのゆるみはないですか。 6

給 排 気 十分給排気できる場所（屋外）に設置されていますか。 1

電 気 工 事
電気工事は指定された工事がされていますか。 9

アース線の接続は確実ですか。 9

ガ ス 接 続 工 事 接続は正しく施工され、ガス漏れはありませんか。 8

絶 縁 処 理 機器と建物との絶縁処理はされていますか。 2

お い だ き 配 管

配管は施工条件に適合していますか。 7

配管は保温材で保温されていますか。（凍結対策） 7

配管接続部から水漏れはありませんか。 7

機器への注水12
¡試運転前に、下記の手順に従って機器本体のポンプに呼び水
をしてください。

（1）各接続部が、確実に接続されていることを確認してくださ
い。

（2）ガス栓 が「閉」、電源プラグがコンセントから抜かれて
いる（分電盤の専用ブレーカーが「切」になっている）こと
を確認してください。

（3）ふろ往水抜き栓 が閉じてあることを確認します。3

1

1 ガス栓

2 ポンプ水抜き栓

3 ふろ往水抜き栓

4 ふろ戻水抜き栓

（4）500ミリリットルのペットボトル（現地手配）に、あら
かじめ400ミリリットル程度の水を入れておきます。

（5）ポンプ水抜き栓 、ふろ戻水抜き栓 を1回転ほどゆる
めます。

（6）付属の呼水セット（注水管・呼水チューブ）と、ペットボ
トルを図のように接続します。
接続部が容易に外れないことを確認してください。

42

呼水チューブ 

ポンプ 
水抜き栓 

ふろ戻 
水抜き栓 

注水管 

ペットボトル 
400ミリリットル程度 
水を入れておきます。 

4

2

プラグ抜く
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試運転および試点火13
¡取扱説明書の内容に基づき、おいだきの試点火を行い、正常
に作動することを確認してください。

（1）浴槽の排水栓が確実に閉じているのを確認後、上部循環口
（または循環金具）の上端より5cm上まで水を張ります。
（2）電源プラグをコンセントに差し込みます。（または、分電
盤の専用ブレーカーを「入」にします）

（3）ふろ温度スイッチを押して、ふろ設定温度を37℃にしま
す。

（4）おいだきスイッチを押して「入」にし、浴槽内の水が循環
し、機器が点火したのを確認します。リモコンの燃焼ランプ
が点灯します。
※ガス配管中に空気がたまっている場合には点火しないことが
あります。その場合リモコンの表示部に故障表示 が点滅
し、沸きあげ保温ランプも点滅します。
沸きあげ保温スイッチを押して故障表示を解除し、再度おい
だきスイッチを押して、燃焼ランプが点灯するまで、同様の
操作を繰り返してください。

¡試運転が終わりましたら、すぐご使用になる場合を除きガス
栓を閉じ、取扱説明書に従って必ず水抜きを行ってください。
※水抜き栓は工具で締め付けないでください。破損のおそれ
があります。

¡この機器は常時約1.6Ｗの電力を消費しま
すので、すぐご使用になる場合を除き、必
ず電源プラグを抜いてください。
（分電盤の専用ブレーカーを「切」にして
ください）

※凍結予防の水抜き
¡通水後、配管や機器内に残った水は、お客様が使用されるま
での期間放置すると、機器の故障や凍結による破損のおそれ
がありますので、完全に水を抜きとってください。

¡据置台のフロントカバーを確実に固定してください（据置台
を使用している場合）

¡フロントカバーを固定するビスがゆるかったり外れていた
り、下部差込箇所が外れていると、フロントカバーが外れて、
思わぬ事故の原因となります。

¡据置台に付属の工事説明書を参照してください。

お客様への説明14
¡取扱説明書に従って、使用方法を説明してください。
特に「安全上のご注意」および使用方法をよく説明してくだ
さい。

¡保証書に必要事項を記入のうえ、お客様にお渡しして、取扱
説明書に従って、「保証・サービス」について説明してくだ
さい。

¡この設置工事説明書と取扱説明書（保証書付）、呼水セット
（注水管・呼水チューブ）を、必ずお客様にお渡しください。

（7）ペットボトルを逆さまにして、上に持ち上げます。このと
き、ペットボトルの注ぎ口の位置が機器底面より21cm以上
高くなるようにペットボトルを保持してください。

※ペットボトル内の水の減り方が遅い場合は、ペットボトル
の底に錐などで穴をあけて空気を入れてください。
※ペットボトルと注水管の接続部から水が漏れることがあり
ます。必要に応じて処置してください。

（8）ペットボトルの水がなくなるか、ふろ戻水抜き栓 から
水が出てくれば呼び水は完了です。
※呼び水完了までに数分かかることがあります。

（9）ふろ戻水抜き栓 を閉じ、呼水チューブをポンプ水抜き
栓から取り外した後、ポンプ水抜き栓 も元通り閉じます。
※水抜き栓は工具で締め付けないでください。破損のおそれ
があります。
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